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スタープラン（H30.3）

9-4-5 文化の家施設費

事業開始の背景、経緯等

長久手市は、歴史の中で培われ継承・発展してきた風土や伝統文化を持ち、周辺を含め大学が多数存在し、地域には
学生や芸術家、専門家が多数在住している。このような地域の特性と市民一人ひとりの個性を活かしつつ、たくさんの
人が協力して新たな魅力ある文化芸術の創造を図る。また、豊かな地域社会が織りなす質の高い生活空間を創出する
ことによって、真に市民がゆとりと潤いに満ち、生き生きときらめいている市を目指す。

（両者と協働不可の場合はその理由）

（どのような事業なのか）

市の文化芸術政策の基本理念『ともに創る　きらめく長久手』を実現するために、３つの基本方針のもと、６つの事業に取
り組む。事業については、重点的な５つの施策を定め、今計画期間において特に力を入れて取り組む。これらの取り組み
を基礎にして、さまざまな分野に文化芸術を活用していく。

（誰、何を対象にしているか）

市民、近隣住民等

（対象をどのような状態にしたいか）

「暮らしが楽しい地域・環境の創出」「地域の活力の向上」「主体的なまちづくりの担い手の育成」「経済の活性化」などを
実現、市民が地域に愛着と誇りを持ち、快適で魅力と活力あるまちづくり

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
(2016) (2017) (2018) (2019) (2020)

予算 659,176 726,213 219,818 210,716 214,926

決算 264,111 985,154 212,251 207,453

人件費(B) 千円 決算 48,938 51,935 44,117 36,780

総コスト(C)＝(A＋B) 千円 決算 313,049 1,037,089 256,368 244,233

事業対象の数(D)
（R2年度は想定数）

人 436,579 386,936 499,284 458,006 300,000

対象あたりコスト（C/D) 千円 1 3 1 1

成果指標 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
（事業の意図を反映する指標） (2016) (2017) (2018) (2019) (2020)

目標 18,219 15,181 19,296 21,680 23,756

実績 16,079 21,680 23,756 19,383

（指標の設定根拠） （数値目標の根拠）

文化芸術活動の動態と利用者サービスの評価を示すものであるとともに、
運営の基盤となるものであるため。

（前年までと変更した場合はその理由）

(成果指標等の目標に対する達成状況・分析状況や進捗状況など）

平成29年の改修工事を機に、割引料金の新設、利用規制の緩和により、新たな施設利用者の増加を達成
したが、まだ利用の少ない施設や時間帯があり、収入の増加の余地はある。

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

休日のホールや、舞踊室、音楽室といった一部の施設は、利用希望者が多く、希望する日時に予約がと
れないという利用者の不満が強い。こうした施設において、収入を増加させることは難しい。

（改善が必要なこと、改善の方法など）

施設に限りがあり、利用率が向上しても得られる収入に限りがある。かねてから運営の収支の格差が問
題視されており、利用者数やサービスの水準を下げない上で、いかに収入を増やす料金形態を構築する
かが課題である。

市民・民間事業者との
連携協働の可能性

両者と協働可
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事業内容

事業対象

事業意図

項目 単位 区分

事業費(A) 千円

単位 区分

施設使用料収入 千円

過年度の実績を考慮し、事業成果が反映されるようにす
る。原則として、予算額を目標値とする。ただし、令和元年
度から令和２年度にかけて、新型コロナウイルス感染症対
策による閉館及び利用規制により、目標値には達しない
見込み。
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り

目標達成状況
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＜備考：活動の概要（R1年度(2019)）＞

＜備考：活動の概要（R1年度(2019)）＞

＜備考：活動の概要（R1年度(2019)）＞

内
部
意
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事務事業① 文化の家事務事業

活動指標 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
（事務事業の具体的な活動の指標） (2019) (2020) (2021) (2022) (2023)

見込

実績

見込 1 1 1 1 1

実績 1

見込

実績

長久手市文化の家フランチャイズアーティスト制度を導入。社会福祉が支援の対象とする
人々が文化芸術に触れる場を造る長久手市文化の家福祉事業「ふくしであーと」等を実施。
（文化の家企画事業）

事務事業② 文化の家管理事業

活動指標 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
（事務事業の具体的な活動の指標） (2019) (2020) (2021) (2022) (2023)

見込

実績

見込

実績

見込 450,000 300,000 450,000 450,000 250,000

実績 458,006

H30年度の49万人に比べて減少したが、それでもH29以前に比べて高い水準を維持することが
できた。フリースペースを積極的に活用するなど、有料施設利用者だけでなく、気軽に来館
できる劇場を目指した。たたし、２月下旬から新型コロナウイルス感染症防止のため、事業
中止、臨時閉館の影響が出ている。

事務事業③

活動指標 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
（事務事業の具体的な活動の指標） (2019) (2020) (2021) (2022) (2023)

見込

実績

見込

実績

見込

実績

（事業の成果を高めるための事務事業の方向性）

近年、時間外業務の削減を行うとともに、民間委託を積極的にすすめてきたが、施設管理のための委託料と経年劣化に
よる修繕料が支出の大半を締める状況にあり、収支の差が深刻な課題となっている。単に支出を減らしてサービスを維
持するのではなく、業務を縮減しつつ、収益を確保できる業務に転換する。

（いつごろまでに事業をどのような状態にしたいか）

収入を上げられない公用利用、利用者への優遇措置、維持管理費にそぐわない利用料金は、単なる経費節減では収支
の差の改善には結びつかない。これは、指定管理制度を導入した場合においても、経営を困難にさせる要因となりかね
ない。令和５年には改修による長期閉館を予定しており、この機に向けて、施設利用制度の単純化と収益に結びつけら
れる利用料金を実施する。

総合計画担
当、財政担
当、行政改
革担当によ

る意見

・第６次長久手市総合計画の基本構想・基本計画を踏まえて、事業を進めてください。
・行政改革の重要課題事業に基づき、見直しを進めてください。
・市民との連携協働の可能性が「有」のため、事務事業での市民参加について模索してください。

内部意見への回答

単位 区分

(1) 市民参加の延べ人数 人

(2)
【アクションプラン】
社会国件につながる取組を行う
アーティストの人数【累計】

人

(3)

今後の方向性 拡充

単位 区分

(1) 市民参加の延べ人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3) 来館者数 人

今後の方向性 拡充

単位 区分

(1) 市民参加の延べ人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3)

今後の方向性

今
後

今後の
方向性

中長期の
目標
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